
平成30 年（２０１8 年）7月1日発行　キラリ☆亀岡           第663号（2）

　　

健
康
な
関
節
は
、痛
み
を
伴
う

こ
と
な
く
体
重
を
支
え
、滑
ら
か

に
動
く
こ
と
で
、歩
い
た
り
、し
ゃ
が

ん
だ
り
な
ど
、生
活
に
必
要
な
動

作
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。こ
の
機

能
に
最
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
の
が
関
節
の
表
面
を
被
って

い
る
関
節
軟
骨
で
す
。こ
の
関
節
軟

骨
が
、加
齢
に
よ
る
変
化
や
、関
節

リ
ウ
マ
チ
の
炎
症
な
ど
に
よ
っ
て
傷

ん
で
し
ま
う
と
歩
い
た
り
、し
ゃ
が

ん
だ
り
の
動
作
時
に
痛
み
を
生
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

人
工
関
節
手
術
は
、こ
の
痛
ん

だ
軟
骨
の
機
能
を
人
工
物
に
よ
っ

て
補
う
手
術
で
す
。股
関
節
と
膝

関
節
の
手
術
が
一
般
的
に
よ
く
行

わ
れ
て
い
ま
す
。人
工
関
節
は
金

属
、特
殊
な
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹
脂
、セ

ラ
ミ
ッ
ク
な
ど
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

人
工
関
節
の
改
良
や
手
術
手
技
の

進
歩
な
ど
に
よ
り
耐
用
年
数
が
長

く
な
り
中
高
年
の
方
へ
の
適
応
が

広
が
り
、麻
酔
の
進
歩
に
よ
っ
て
高

齢
の
方
に
対
す
る
適
応
が
拡
大
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

関
節
の
変
形
、痛
み
を
改
善
す

る
最
終
手
段
の
人
工
関
節
手
術
、

広
く
行
わ
れ
て
い
る
手
術
で
は
あ

り
ま
す
が
、ひ
と
り
ひ
と
り
の
関
節

の
状
態
に
よ
り
適
応
を
決
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。股
関
節
、膝
関
節

の
痛
み
で
生
活
に
支
障
の
あ
る
方

は
、整
形
外
科
を
受
診
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
に
関
し
て
、

今
回
は
市
立
病
院
の
医
師
が
、
専
門
分

野
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
　

亀岡市立病院
整形外科部長兼診療技術部長

久
く

保
ぼ

　恭
や す

臣
お み

専門分野
関節外科

人
工
関
節
手
術
に
つ
い
て

守
ろ
う
！　

増
や
そ
う
！

市
の
魚
ア
ユ
モ
ド
キ
救
出
作
戦

オ
ー
ス
ト
リ
ア

　

共
和
国
へ

　
　

エ
ー
ル
を

～
姉
妹
都
市
＆

　
　
　
　

 

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
～

　

６
月
16
日
ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か
に
お

い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
選
手
（
空
手
競

技
）
へ
の
応
援
フ
ラ
ッ
グ
と
手
旗
制
作

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
国

で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
の
空
手

選
手
が
、
７
月
に
神
戸
で
開
催
さ
れ
る

世
界
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会
へ
の
出

場
に
伴
い
、
亀
岡
か
ら
エ
ー
ル
を
送
ろ

う
と
今
年
度
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
と

し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

会
場
で
は
フ
ラ
ッ
グ
づ
く
り
の
ほ
か
、

亀
岡
市
空
手
道
連
盟
に
よ
る
空
手
演
武

の
披
露
も
あ
り
、
会
場
は
大
き
く
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
亀
岡
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア

選
手
へ
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
ょ
う
！

部
に
取
り
残
さ
れ
た
ア
ユ
モ
ド
キ

を
人
の
手
に
よ
っ
て
救
出
し
、
調

査
研
究
を
行
い
な
が
ら
繁
殖
の
促

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
５
日
に
行
わ
れ
た
救
出
活

　

国
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
ア
ユ

モ
ド
キ
は
、
環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー

タ
ブ
ッ
ク
の
絶
滅
危
惧
種
に
指
定

さ
れ
て
い
る
希
少
な
淡
水
魚
で
す
。

全
国
で
も
数
少
な
い
生
息
地
が
あ

る
亀
岡
市
は
、
地
元
の
保
津
町
自

治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
京
都
府
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
、
ア
ユ
モ
ド
キ

の
調
査
、
保
護
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ア
ユ
モ
ド
キ
は
、
人
と
の
か
か

わ
り
合
い
の
中
で
生
き
て
き
た
魚

で
す
。
川
の
増
水
な
ど
で
生
じ
る

一
時
的
水
域
で
産
卵
す
る
習
性
が

あ
り
ま
す
。
6
月
初

め
、
農
業
用
ダ
ム
が

立
ち
上
げ
ら
れ
る
と
、

ダ
ム
の
上
流
で
水
位

が
上
昇
し
、
氾
濫
原

環
境
が
現
れ
、
そ
こ

で
産
卵
を
行
う
の
で

す
。　

　

一
方
で
、
自
力
で

遡
上
で
き
な
い
ア
ユ

モ
ド
キ
が
ダ
ム
下
流

に
取
り
残
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ダ
ム
起

立
で
渇
水
し
た
下
流

動
で
は
39
匹
を
救
出
す
る
こ
と
が

で
き
、
ダ
ム
の
上
流
に
放
流
す
る

と
と
も
に
、
心
無
い
密
漁
被
害
を

防
止
す
る
た
め
の
監
視
パ
ト
ロ
ー

ル
が
環
境
省
、
保
津
町
自
治
会
、

京
都
府
、
亀
岡
警
察
署
、
亀
岡
市
、

亀
岡
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

亀
岡
市
で
は
今
後
も
ア
ユ
モ
ド

キ
の
調
査
、
保
護
活
動
を
続
け
、

ア
ユ
モ
ド
キ
の
保
護
・
増
殖
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

亀
岡
市
の
目
指
す
都
市
像

を
示
し
た
「
第
４
次
亀
岡
市

総
合
計
画
～
夢
ビ
ジ
ョ
ン
～
」

の
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
く

市
民
協
働
の
取
り
組
み
で
あ

る
「
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
キ
ッ
ク
オ
フ
会
議
を
、

６
月
９
日
、
亀
岡
市
役
所
で

開
催
し
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
市
民
や
事
業
者
、

行
政
が
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
ち
、「
京
都
ス
タ
ジ
ア

ム
（
仮
称
）
と
京
都
・
亀
岡

保
津
川
公
園
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
企

画
・
立
案
を
行
う
も
の
で
す
。

　

会
議
に
は
約
60
人
が
参
加

し
、
自
己
紹
介
や
実
際
に
亀

岡
を
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
し

た
い
か
を
考
え
る
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
京
都

学
園
大
学
の
学
生
、
皆み

な

川が
わ

亜あ

紀き

行ゆ
き

さ
ん
（
京
都
市
）
は

「
大
学
に
通
う
中
で
、
亀
岡

市
の
豊
か
な
自
然
に
魅
力
を

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
育

ま
れ
た
農
産
物
な
ど
も
活
用

し
な
が
ら
、
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
思
い
を
語
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
中
は
意
見
交
換
を

進
め
な
が
ら
企
画
を
練
り
、

平
成
31
年
度
か
ら
実
行
を
目

指
し
取
り
組
み
ま
す
。

シンボルプロジェクト
キックオフ!!

京都スタジアム（仮称）を活用

ダム下流で救出されたアユモドキ

応援フラッグを作りました

ダム下流での救出活動

多様な立場から意見を出し合います

1匹ずつ、手作業で救出


